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ごみの出し方 場所／収集日時

一　
般　
廃　
棄　
物

可燃ごみ

研究室名、部署名等を記入のうえ、
透明な袋にまとめて出してください。
(一遍が６０ｃｍ以上のものは大型ご
み)

一般廃棄物（可燃ごみ）置場
／月～土

（年末年始、祝日除く）

廃プラ類（梱包材など）、発泡スチロール

陶器類

ガラス

金属片

スプレー缶

パソコン、ＡＶ機器類
パソコン、ＡＶ機器類廃棄リストを契
約係に提出してください。

各専攻が指定した場所／
３ヶ月に１回

実験機器等
実験器具廃棄リストを契約係に提出
してください。

各専攻が指定した場所／
月１回

什器類、その他（家電リサイクル４品目除く）
大型ごみ廃棄リストを契約係に提出
してください。

各専攻が指定した場所／
月１回

蛍光灯
U1M棟地下に回収箱を設置していま
すので持ってきてください。

U1M棟地下回収箱／随時

※詳しい場所は本表下に記載している
★実験系廃棄物の回収方法　リンク先

を参照下さい

電池・バッテリー

ライター、チャッカマン

廃試薬等

別に定める実験系廃棄物の回収方
法による。
（わからないことがあれば契約係に
ご連絡ください。)

本表下に記載している
★実験系廃棄物の回収方法　リンク先

を参照下さい

感染性廃棄物

別に定める不燃性感染性産業廃棄
物の回収方法による。
（わからないことがあれば契約係に
ご連絡ください。)

各研究室／
第１・第３木曜日

(休日の場合は回収なし)

新聞

雑誌

ダンボール

OA用紙　　

ファイルや空き箱など
☆中綴金属部分は必ずはずすこと。

シュレッダーくず
☆給与明細などのカーボン紙や感熱紙は入れないこと。

透明な袋にまとめて古紙回収時に
出してください。

機密文書（機密保持責任を要するもの）
ダンボール箱に入れて出してくださ
い。（ダンボール箱の指定無し）
※クリップ等金属類は必ずはずすこと。

各専攻が指定した場所／
月１回

古布
紐でしばって古紙回収時に出してく
ださい。

古紙等置場／毎週金曜日
（休日の場合は前平日）

缶

ビン

ペットボトル

☆ごみ袋には「廃棄シール」を必ず貼ってください。（シールの貼ってない袋は回収されません）

☆捨て方のわからないものは契約係まで問い合わせください。

★実験系廃棄物の回収方法　リンク先

　工学研究科文書サーバ：0000業務ﾏﾆｭｱﾙ／2経理課／3契約係／08ごみの廃棄方法／04実験系廃棄物

　URL：https://doc.eng.osaka-u.ac.jp/docushare/dsweb/View/Collection-2726

大阪大学工学研究科

問い合わせ先：契約係（内線３２３７）

段ボールにまとめて古紙回収時に
出してください。

契約係回収箱／随時

※電池類は分別が必要です。
詳細は本表下に記載している

★実験系廃棄物の回収方法　リンク先
を参照下さい

左記の種類に分け、紐で束ねて古
紙回収時に出してください。（事故を
防ぐためになるべく回収の直前に出
してください。他の紙類についても同
じ。)

研究室名、部署名を記入のうえ、透
明な袋にまとめて出してください。

紙類

蛍光灯･電池
ライター等

資源ごみ

使用済み、未使用を問わず試薬、薬品全般

注射針（未使用のものを含む)、血液等の付着したもの

産　
業　
廃　
棄　
物

不燃ごみ

大型粗大ごみ
（家具、布団、材

木など）

ごみの種類

塵芥、厨芥類（弁当やカップ麺の容器、お菓子の袋、お茶がらなど）、
木片（60cm未満、太さ7cm以下）、感熱紙、カーボン紙など
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　☆不要になった資料など、紙類は「資源ごみ」へ

経理課契約係に回収箱を設置して
いますので持ってきてください。

資源ごみ置場／毎週木曜日
（休日の場合は別途連絡）

研究室名、部署名を記入のうえ、透明
な袋にまとめて出してください。
(一遍が６０ｃｍ以上のものは大型ご
み) 

※素材ごとに分別すること。
※ｼｬｰﾚ等実験器具は必要に応じて洗浄、薬
品びん・容器は蓋を外して中を洗浄し、「洗
浄済み」と分かるように。洗浄、無害化がで
きないものは下記の｢廃試薬等｣と同じ扱い。
※ｽﾌﾟﾚｰ缶、ｶﾞｽ缶は必ず使い切ってから穴
をあけ、踏みつぶすこと。内容物があるまま
穴をあけると大変危険です。
※乾電池等は必ず取りはずすこと。

産業廃棄物（不燃ごみ）置場
／毎週火曜日

（休日の場合は別途通知）

古紙等置場／毎週金曜日
（休日の場合は前平日）

飲料用のみ。それ以外は

産業廃棄物。
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工学研究科では、当面の間情報機器類の回収を実施しません。

廃棄を急ぐ場合は、研究室等の責任において記録情報を確実に消去した状態で、

下記の『実験機器等』と同様の手続きで排出下さい。


